
 

 

 

＊小学部から中学部へ：卒業を前にした６年生の取組＊ 
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６年生の実践レポートより 

『自分の将来は今の自分と繋がっている！』 

総合的な学習の時間で、毎年卒業を前に、自分のこ
れからの進路について考える単元を設定しています。
今年度は、「見つめよう 私の未来～夢実現プラン～」
と題して取組を進めました。 
①仕事について考える。…なぜ働くのか    
②自分のなりたい職業について考える。 
③その職業に必要なことを調べる。 
④高校について知る…紹介 DVD・パンフレット  
⑤中学校生活について知る。 
そして、最後に自分の「夢実現プラン」を完成させ、
これからの自分について作文にまとめました。 

それまでのただのあこがれや夢ではなく、職業とし

てとらえ、必要な資格や進路についてリアルに向き合

い、自分がこれからすべきことを考えることができた

ようです。今、9 年生はまさに進路選択の渦中にいま

す。確実に 3 年後向き合う 6 年生に、一貫校だから

こそ、3 年後の自分にリアルに向き合わせることもで

きるのではないかと思います。 
 

中学校への「算数パスポート」に、 

取り組んでいます！ 

 算数の最後の単元「算数パスポート」は、

6 年間の学習の総復習の単元です。 

毎年ですが、6 年担任だけでなく、管理

職・専科総動員でサポートしつつ、小学校の

算数の学習内容の定着に取り組んでいます。

今年は、学年全体を 5 分割にして、領域毎に

学習しました。早く課題を終えた子は、進ん

で友達に教える姿も見られました。まだま

だ、課題も残してはいますが、中学校でも、

間違いをそのままにしないで間違いから学

ぶ「再チャレ学習」や友達との学び合いを大

切にし、力をつけてほしいと思います。 

活用力の育成は、小中一貫の課題です。小

学校段階から、課題解決のために、課題から

要素を抽出する（印をつける）・図や表に表

す・関係づけるなどのツールを子どもたちに

持たせていくことが必要だと感じています。 
 


